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! 特別記事 "

法人化をめぐる動向について

総長 佐々木毅

法人化は東京大学のメンバーに共通の目下最大の関心
事であり、特に、誤った事実認識に基づく誤解やそれに
伴う不安や混乱はこの際是非とも回避されなければなら
ない。これまでも法人化をめぐる学内の動きについては
随時「学内広報」に関連の記事が掲載されてきたが、さ
まざまな報道がなされているという現実に鑑み、今後、
この場を借りて学内に対して適宜情報の提供をするよう
にしたい。
１学外の状況
周知のように、国立大学を法人化するための法律は未

だに成立していないし、国会にもまだ提出されていない。
現在のところ、法案そのものについては文部科学省が内
閣法制局や総務省などとすり合わせ中であり、１月中に
は法案の内容が固まり、２月末に閣議決定に至るという
のが文部科学省の見通しのようである。その前に恐らく
国立大学学長会議などが開催され、法案に対する説明が
行われるものと予想される。そしてこの法案は予算関連
法案でないため、通常国会の後半で審議されることにな
るが、今年は４月に統一地方選挙が行われるため、早く
ても審議が始まるのはゴールデンウイーク以後になろう。
勿論、政局の新たな展開などによっては当初の目論みが
影響を受けることは避けられない。そして、法案の内容
と行方に注意を払うのが、今年前半の大きなテーマであ
る。
法人化をめぐる諸問題との具体的な取組みの中心に

なっているのが、国立大学法人化特別委員会（以下、法
人化特委と呼ぶ）である。この委員会では法案の検討の
みならず、今後の人事制度や財務会計制度について文部
科学省との間で意見交換と今後の諸案件の具体的な取り
扱いが審議されている。また、将来の国立大学法人の存
立と不可分の関係に立つ中期目標・計画の実際の内容に
ついてもこの法人化特委を中心に意見交換が行われ、昨
年末に凡そのフォーマットが示された。そこでの審議結
果は直ちに各大学に伝えられ、そこでの検討の材料にさ
れている。本学においても学部長会議や研究所長会議等
においてこの委員会の動きを速やかに伝え、後で述べる
ような具体的な学内での検討につなげている。法案の内
容の検討はこの法人化特委の重要な任務であるが、同時
に非公務員型の採用に伴う人事制度の大きな変更や財務
会計制度の新たな設計など、その他にも膨大な課題のあ
ることがそこで明らかになっている。授業料の決定と
いった重大な問題も一定の範囲で各大学の裁量に属する
事項になることが確認されている。
最終報告（新しい「国立大学法人」像について H

１４．３．２６）において非公務員型が採用されたことに
よって、一方でこれまでの公務員法制から民間型労働法
制への移行に伴う多くの作業が必要になり、予想されて

いなかったようなコストの増加が心配されるとともに、
他方で、法人自身が自ら設計しなければならない課題が
広がることになった。従って、法案によって決まる部分
と法人として自ら決定しなければならない部分とを区別
して考える必要がある。法人化そのものもさることなが
ら、法人の定めるルールも教職員の将来に影響を及ぼす
ことを認識しておく必要がある。
２学内での検討状況
法人化についての学内の主たる検討の場はUT２１会議

であり、昨年、各部局長を含む三つの検討委員会（組
織・運営機構、財務・会計、人事・業務・評価）を設け
て論点の準備的検討を行い、９月末に中間的な報告がな
された。なお、これら三つの検討委員会の課題について
はそれぞれに対応する形で運営諮問会議を今年度３回開
催し、学外からの意見も聴取している（その内容は、随
時「学内広報」に掲載してきている）。その後、法人化
に伴う具体的な問題の検討に取組むため法人化準備委員
会を設置し、この中に総長・部局長の選考方法等、就業
規則、資源配分の三つのワーキンググループを設置し、
目下、副学長と総長補佐を中心に検討を行っており、そ
こで結論が出たものについてはUT２１会議において議論
していただくことを予定している。現に、今回選出され
る部局長の任期についてはここで基本方針を決定した。
また、昨年末、法人化に伴う附置研究所・センターの取
り扱いについて文部科学省の審議に対応するため本学の
原案を作成する「附置研究所・センター等問題検討委員
会」を設置した。
中期目標・計画については昨年の夏に各部局から具体

的な提案を出していただいたが、その後、そのフォー
マットが明らかになったことを踏まえつつ、総長補佐を
中心に第１次草案を準備し、時期を見てその内容につい
て各部局の意向を確認する作業を行うつもりである。現
在までのところ中期目標・計画には全学的な事項が中心
に盛り込まれるものと思われるが、各部局の意向を充分
に踏まえた上で作成することは言うまでもない。また、
中期目標・計画の作成と平成１６年度概算要求との関係な
ど、なお、整理しなければならない課題がある。
先にも述べたように、提出を求められる中期目標・計

画は全学事項を中心とした比較的量の少ないものになる
と予想されている。しかしこれとは別に、それぞれの部
局には具体的な中期目標・計画の準備が求められ、場合
によっては中期目標・計画の添付資料といった形で将来
提出を求められる可能性が高い。また、学内においても
それぞれの部局が何を目標にし、どのような成果をあげ
たかを評価していく仕組みを作らなければならず、従っ
て、各部局における中期目標・計画についての検討は今
後とも必要である。
今回の法人化に伴う制度の変更や見直しについては多

くの意見が学内からも寄せられている。問題は何をどの
ような段階を踏んで実現していくかであり、最初の６年
をどのように使うかについてこれから検討を進めていく
必要がある。
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! 一般ニュース "

小柴昌俊名誉教授ノーベル物理学賞受賞記念
祝賀会行われる

標記の祝賀会が、平成１４年１２月２６日（木）１７時から東
京丸の内のパレスホテルにおいて開催され、各界から約
５５０人が小柴名誉教授の快挙を祝うため参集した。
祝賀会は、ノーベル賞授賞式の模様を編集した映像が

会場に流されたあと小柴名誉教授ご夫妻の入場で始まり、
佐々木総長の挨拶に続いて、遠山敦子文部科学大臣、長
倉三郎日本学士院長、有馬朗人参議院議員・元総長、菅
原寛孝高エネルギー加速器研究機構長、昼馬輝夫浜松ホ
トニクス株式会社社長ら各界の来賓の方々から祝辞をい
ただいた。また花束贈呈には、小柴名誉教授がファンだ
とおっしゃっている「水戸黄門」出演中の由美かおるさ
んが駆けつけたが、小柴名誉教授も自ら用意された紫色
の羽織に杖、印籠と「黄門様」の出で立ちを身にまとっ
て由美さんを迎え、会場をおおいに沸かせた。最後に小
柴名誉教授が挨拶に立ち、「日本の基礎科学のレベルに
ついて、もっと自信をもってもらっていい。例えば神岡
から４，５年のうちにノーベル賞がひとつ、さらに
４，５年後にはもうひとつ出るのではないかと私は思っ
ています。息の長い基礎科学研究をどうぞ可愛がって下
さい。」と話され、盛会のうちに閉会した。

今年の定年退官教官数

「東京大学教官の定年に関する規則」により、平成１５
年３月３１日をもって本学を去られる予定の教官は、教授
５１人、助教授５人、講師１人の計５７人である（予定者の
方々は次表のとおり）。

遠山敦子文部科学大臣による挨拶

由美かおるさんから花束を受け取った小柴夫妻

（平成１５年１月８日現在）

部 局 職 名 氏 名 担当講座・部門等

大・法 教 授 柏木 昇 比較法政国際センター

大・医 〃 木村 哲 微生物学

〃 〃 鈴木 紀夫 放射線医学

〃 〃 波利井清紀 感覚・運動機能医学

大・工 〃 安藤 忠雄 建築計画学

〃 〃 稲田 紘 精密機械システム工学

〃 〃 太田 勝敏 都市計画

〃 〃 梶 昭次郎 航空宇宙工学

〃 〃 久保田弘敏 航空宇宙システム学

〃 〃 菅原 進一 建築構造学

〃 〃 立石 哲也 機械エネルギー工学

〃 〃 西村 吉雄 電気工学原論

〃 〃 藤嶋 昭 インテリジェント材料学

〃 〃 藤田 和男 地球エンジニアリング

〃 〃 堀池 !浩 マテリアルプロセス

〃 〃 山脇 道夫 エネルギー量子工学

大・文 〃 池田 知久 中国思想文化学

〃 〃 坂梨 隆三 日本語日本文学

〃 〃 庄司 興吉 社会学

〃 〃 米重 文樹 スラヴ語スラヴ文学

大・理 〃 木村 賛 人類科学

〃 〃 小間 篤 無機・分析化学

〃 〃 長澤 信方 量子光学

〃 〃 守 隆夫 動物科学

〃 助教授 林 幹治 宇宙惑星科学

大・農 教 授 有馬 孝禮 材料・住科学

〃 〃 太田 猛彦 地球生物環境学

〃 〃 大塚 治城 国際動物生産学

〃 〃 岡本 嗣男 生物システム工学

〃 〃 尾鍋 史彦 材料・住科学

〃 〃 上野川修一 食品科学

〃 〃 唐木 英明 比較動物医科学

〃 〃 森 敏 生物機能化学

大・済 〃 斎藤 靜樹 会計・財務

〃 〃 中兼和津次 国際経済

大・養 〃 菊地 一雄 生命機能論

〃 〃 小林 啓二 物質設計学

〃 〃 高野穆一郎 自然体系学

〃 〃 塚本 明子 多元世界解析

〃 〃 林 利彦 生命機能論

〃 助教授 大勝 孝司 情報システム

大・薬 教 授 今井 一洋 生物有機化学

創 域 〃 内野倉國光 物性・光科学

〃 〃 藤野 正隆 環境システム学

医 科 助教授 金井 芳之 ヒト疾患モデル研究センター

〃 〃 森 庸厚 感染・免疫

２００３．１．８ №１２５３
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入試事務室の設置

平成１５年度入学試験に関する事務を処理するため、１
月１日（水）から３月３１日（月）までの間、入試実施委
員会のもとに、入試事務室が設置される。
入試事務室は、入試課長を室長に室長補佐及び室員若

干名をもって構成される。
室員は、入試課職員のほか、総務部、経理部、施設部、

学生部、研究協力部等から派遣される事務職員で、およ
そ３ヶ月にわたり、入学試験に関する業務にあたる。

平成１５年度大学入試センター試験の本学割当
数決まる

平成１５年度大学入試センター試験の東京地区での割当
数が、８０，４０９人に決まり、このうち本学が分担する志願
者数は１１，１２０人に確定した。
なお、平成１５年度は、都立高等学校１校・私立高等学

校４校の計５校を借用して実施することになった。
各試験場ごとの割当数及び担当学部は、次のとおりで

ある。

学生のアルバイト及びアパート・下宿等の紹
介状況

学生部厚生課では、本郷地区に在学している学部学生、
大学院生、留学生及び研究生に対して、アルバイト及び
アパート・下宿等の紹介を行っており、その状況は以下
のとおりである。

◆アルバイトの紹介状況（平成１３年度）

部 局 職 名 氏 名 担当講座・部門等

医 科 〃 余郷 嘉明 感染・免疫

生 研 教 授 小林 敏雄 情報・システム

〃 〃 �識 晴夫 人間・社会

史 料 〃 五野井隆史 特殊史料

分 生 〃 高橋 秀夫 分子情報・制御

〃 講 師 小磯 邦子 分子構造・創生

物 性 教 授 小谷 章雄 物性理論

〃 〃 三浦 登 極限環境物性

海 洋 〃 木村 龍治 海洋物理学

生 セ 〃 大森 俊雄 生物制御工学部門

先 経 〃 児玉 文雄 先端経済工学研究センター

試 験 場 名 志願者数 担当学部

１ 東京大学本郷試験場

法学部 １，２８２ 法学部
経済学部 ６４３経済学部
工学部 ９３０ 工学部
小 計 ２，８５５

２ 東京大学教養学部試験場 ３，００５教養学部
３ 都立白�高等学校試験場 ７２０ 薬学部
４ 私立富士見丘高等学校試験場 １，１２０ 医学部
５ 私立海城高等学校試験場 １，３０５ 文学部
６ 私立共立女子高等学校試験場 １，０８０ 理学部
７ 私立開成高等学校試験場 １，０３５ 農学部

合 計 １１，１２０

１．紹介状況

区 分 受付件数 求人数 応募者数 採用者数

家 庭 教 師 １５２ １５７ １７２ ９６

塾 講 師 ２１７ １，３０２ ８２１ ２２２

臨時アルバイト ３４２ ２，０２３ ８２２（５７） ３９９（２６）

合 計 ７１１ ３，４８２ １，８１５（５７） ７１７（２６）

※（ ）内は留学生で内数

２．応募学生の採用内訳

区 分 学 部
学 生

大学院
学 生

研究生
等

家 庭 教 師
応募数 １００ ７２ ０

採用数 ５０ ４６ ０

塾 講 師
応募数 ５２０ ２９６ ５

採用数 １４４ ７６ ２

臨時アルバイト
応募数 ５１８ ３０２ ２

採用数 ２５５ １４３ １

合 計
応募数 １，１３８ ６７０ ７

採用数 ４４９ ２６５ ３

３．家庭教師依頼先の学年別内訳

対象生徒学年 受付件数 応募者数 採用者数

小学３年以下 ２ ２ １

小学４年～小学６年 ２５ ２７ １４

中学１年～中学３年 ４４ ５０ ２７

高校１年～高校３年 ４６ ５６ ３２

浪人生 １９ ２３ １４

大学生 １１ １１ ７

社会人 ５ ３ １

合 計 １５２ １７２ ９６

№１２５３ ２００３．１．８
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＜アルバイトの応募について＞

１．学生部センター（安田講堂北側１階）内にアルバ
イト紹介の掲示板があります。「学生証」を持参（外
国人留学生の方は、資格外活動許可書も持参）のう
え、希望するアルバイトの番号を学生生活掛（窓口
３）に申し出てください。紹介状を発行いたします。

２．紹介手続き後は求人先に直接連絡し、紹介状を持
参のうえ面接（または選考試験）を受けてください。

３．結果については採用・不採用にかかわらず、学生
生活掛（窓口３）まで必ず報告してください。

（注意）
アルバイトに応募する時は、仕事内容を確認して、学
業に支障をきたすことのないようにしてください。ま
た、成立したアルバイトは責任をもって行ってくださ
い。

◆アパート・下宿等の紹介状況（平成１３年度）４．臨時アルバイト・依頼業務分類

業 務 内 容 件 数

コンピュータ関係（インターネット、プログラム等） １３３

事務全般 ５８

採点、添削、校正、問題（教材）作成 ４６

軽作業（物品の運搬、ポスティング等） １０

調査、研究、分析等 １６

イベント、キャンペーン等スタッフ １２

業務関連スタッフ １３

飲食関係 ２９

翻訳 ３

医療、介護関係 ２

個人又は業務指導、講師等 ８

受付・管理業務 ３

販売関係 ８

上記以外 １

合 計 ３４２

１．紹介状況

年 月 受付件数 紹介件数 成立件数

１３年４月 ５２（２５） １０９（２１） １２（１）

５月 ５９（２０） １０１（ ８） １１（０）

６月 ３１（ ９） ６２（１８） ９（１）

７月 ３８（１３） ３６（ ２） １５（５）

８月 ４５（１８） ３１（１０） １２（５）

９月 ２６（１３） ５０（１２） １２（５）

１０月 ４４（１８） ７７（２０） ９（４）

１１月 ４２（２３） ５３（１０） ７（２）

１２月 ２９（１４） ３５（１７） ８（１）

１４年１月 ９９（３１） ５７（２３） ２１（４）

２月 １１２（２９） ５１（ ５） ２９（４）

３月 １３４（５０） ９５（２０） ３１（１１）

合 計 ７１１（２６３） ７５７（１６６） １７６（４３）

※（ ）内は留学生で内数

２．紹介状況年度別推移

年度 受付件数 紹介件数 成立件数

８ １，１１８（４０１） ８０９（９７） １９８（２１）

９ １，０４７（３２４） ９１１（１３４） １８８（３２）

１０ ７９２（２２４） ９１１（１３４） １８８（３２）

１１ ８２３（２５９） ９５４（１５４） ２０８（３４）

１２ ７９９（２５４） ９２１（１５７） １８２（２８）

１３ ７１１（２６３） ７５７（１６６） １７６（４３）

３．成立物件の家賃別順位

順 位 金額（円） 件 数

１ ２０，０００～３０，０００ ４４（９）

２ ３０，００１～４０，０００ ４１（８）

３ ６０，００１～７０，０００ ２５（８）

４ ４０，００１～５０，０００ １６（４）

５ ７０，００１～８０，０００ １４（３）

６ ５０，００１～６０，０００ １１（３）

６ ２０，０００以下 １１（５）

７ ８０，００１～９０，０００ １０（２）

８ ９０，００１～１００，０００ ３（０）

９ １００，００１以上 １（１）

合 計 １７６（４３）

２００３．１．８ №１２５３
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＜アパート・下宿等の紹介について＞

１．学生部センター（安田講堂北側１階）内にアパー
ト・下宿等紹介の掲示板があります。希望する物件
がありましたら「学生証」を持参のうえ、学生生活
掛（窓口３）に申し出てください。紹介状を発行い
たします。

２．紹介手続き後は家主に直接連絡し、紹介物件の下
見をした上で、家主と話し合って決めてください。

３．結果については、成立・不成立にかかわらず、紹
介後１週間以内に学生生活掛（窓口３）まで必ず報
告してください。

４．紹介希望者別内訳

区 分 紹 介 件 数 成 立 件 数

学 部 学 生 ３２６（２３） ７０（８）

大 学 院 生 ３６２（９８） ８１（１８）

研 究 生 ３３（２６） １４（１１）

上 記 以 外 ３６（１９） １１（６）

合 計 ７５７（１６６） １７６（４３）

５．成立物件の間取り別順位

順 位 間取り、設備等 件 数

１ １～２部屋、台所 ５８（２２）

２ １～２部屋、台所、バス、トイレ ５４（１３）

３ １～２部屋、台所、トイレ ３５（２）

４ １部屋（他の設備は共同） １８（２）

５ ワンルームマンション形式 １１（４）

合 計 １７６（４３）

６．成立物件の地区別順位

順 位 地区別 件 数

１ 文京区 １２２（２８）

２ 北区 ２６（８）

３ 足立区 ８（１）

４ 豊島区 ７（０）

５ 葛飾区 ５（３）

５ 台東区 ５（２）

６ 板橋区 １（１）

６ 渋谷区 １（０）

６ 練馬区 １（０）

合 計 １７６（４３）

№１２５３ ２００３．１．８
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平成１４年度外国人学生数

２００３．１．８ №１２５３
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! 部局ニュース "

平成１４年度工学系留学報告会開催される

工学系研究科国際交流室とGlobal Ware Project推進
室共催による留学報告会が、平成１４年１１月２０日（水）午
後４時から工学部１１号館講堂で開催された。
初めに、国際交流室長の笠木伸英教授から国際交流室、

そしてスタンフォード大学での留学経験が紹介された。
続いて、システム量子工学専攻、石川顕一助教授から、
ローザンヌ連邦工科大学（交換留学生）、アーヘン工科
大学（Ph.D取得）での留学経験に加えて、“みんな一度
は外国人になろう”（注：ドイツ学術交流会ＤＡＡＤの
ＨＰから引用）とのメッセージが参加学生に投げかけら
れた。
続いて、４名の学生から、ウィーン工科大学（建築、

西村恭史）、エコールサントラルパリ（社会基盤工学、
天満知生）、ヘルシンキ工科大学（物理工学、最上康太）、
ローザンヌ連邦工科大学（物理工学、野村政宏）での留
学報告があり、それぞれ熱心な質疑応答があった。留学
により、広い勉強ができる、日本でできない体験ができ
る、視野が広がる、優れた多くの友人ができる、自信が
できるなど報告者全員が留学で得た様々な成果を紹介し
た。

工学系研究科国際交流室では、活動のひとつとして、
学生・院生の海外協定校派遣を積極的に進めており、平
成１４年度は約２０名の学生を海外の協定校に派遣した。今
後も広範な国際交流を支援していく予定である。

（大学院工学系研究科・工学部）

理学系研究科・理学部 箱根見学旅行

１０月２７日、２８日に理学系研究科・理学部箱根見学旅行
が実施された。昨年の山中湖、一昨年の日光に続き３回
目の旅行となったが、今回は貸切バスによる初めての見
学旅行で留学生とその家族及び客員研究員、そして留学
生のチューターをしている日本人の大学院生とスタッフ
の計３６名が参加した。バスは午前１１時過ぎに東大を出発。
バスガイドさんの英語による自己紹介に続き、後楽園や
皇居など都内の観光名所の説明があり、日本人でもあま
り知らないことを学ぶ良い機会となった。天気が素晴ら
しく良かったせいもあり箱根に近づくにつれ雪を頂いた
富士山がくっきりと見え、みな写真を撮るのに夢中に
なった。途中、ススキの海原が一面に続く中をバスは
ゆっくりと走り、風を受けて黄金に輝く光景を眺めなが
らその美しさにため息が出た。
大涌谷の見学後、芦ノ湖に近い宿に到着し夕食後は留

学生の企画・運営によるレクリエーションを行った。い
ろいろなゲームや韓国、中国からの学生による歌の披露、
台湾やトルコの学生によるダンスなどで大いに盛り上が
り、その後宿にある温泉でゆっくり寛ぐグループや夜遅
くまで語り明かすグループもあった。翌日は朝食後、
銘々芦ノ湖の周辺を散歩し、芦ノ湖畔にある箱根園で自
由行動。鋸山のロープウェイで山の上まで上ると眼下に
芦ノ湖、そして遠く海岸線を見ることが出来、強風で吹
き飛ばされそうになりながらも景色を楽しむことが出来
た。遊覧船で湖を一周する学生や湖畔をハイキングする
参加者もいて、それぞれが日常生活から離れた自然との
ひと時を満喫したようである。
帰途、箱根湯本駅のすぐそばにある本田美術館に立ち

寄り、美術館の人の詳しい説明を聞きながら箱根名物の

報告会の様子 箱根見学旅行集合写真

№１２５３ ２００３．１．８
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見事な寄木細工の工芸品を鑑賞。留学生からは途切れる
ことなく質問が上がり、一階の土産物コーナーでは思い
思いのお土産を購入し、みな満足そうであった。日本に
留学し、東大で日々研究に明け暮れる留学生にとって、
異なる研究室に所属している他国からの学生や日本人学
生と語り合い、また自然の中でゆったりとした時間を共
に過ごすことが出来たのがこの旅行での何よりの収穫で
あった。参加された家族や配偶者の方たちにとっても良
い思い出となったようである。

（大学院理学系研究科・理学部 国際交流室）

UTフォーラム２００２「東アジアにおける公共知
の創出」が開かれる

去る１２月１４日（土）、１５日（日）の両日、駒場キャン
パス数理科学研究棟大講義室にて、国際シンポジウム
「東アジアにおける公共知の創出─過去・現在・未来」
（“Co―generating Public Knowledge in East Asia: Past,
Present and Future”）が開催された。このシンポジウ
ムは、大学院総合文化研究科・教養学部を責任母体に、
UTフォーラムの一環として企画・組織されたもので、
COE国際哲学センターと東アジア四大学フォーラム
（CCC）が共催団体に加わった。
会議は、佐々木毅総長、李仁浩韓国国際交流団体理事

長、金観涛香港中文大学中国文化研究所研究員の３名の
基調報告に始まり、「東アジア公共知を〈省みる〉」「東
アジア公共知の〈現在〉」「東アジア公共知の〈将来〉」
の３セッションに分かれて、２日間の議事が進められた。
主なトピックになったのは以下のような諸点である。
� 公共知の形成と実践─公共空間とその知はどのよ
うに形成されどんな実践を生むか。

� 公共知の普遍性と複数性─公共知はどんな文明・
世界を志向する／したか。

� 〈大学〉のあり方・役割とその責任─公共性を担
う学知とは何か。

韓国・中国・香港・アメリカ・オーストラリア・日本
から集まった３０名ほどの専門家・知識人が、「公共知」
というやや耳慣れない、しかし２１世紀の大学にとって緊
要な課題について、様々な角度から討論する機会をもて
たことは貴重な経験だった。また、会場には２日間での
べ３００名近い参加者があり、英語のみならず、韓国語・
中国語の同時通訳体制と相まって、大学からの知的発信
という役割を十分果たしたと言える。２日目午後の総合
討論では、「公共知」や「東アジア」といった基本的概
念について、また知の新たな組み替えの可能性について、
活発な意見交換があった。結果としてまだまだ論議しつ
くされない点も多々あったが、それらは今後の課題とし
て残されるだろう。
なお、本シンポジウムの論文集と討論の概略は、日・

英両国語版で東大出版会から来年中に出版される予定で
ある。

（大学院総合文化研究科・教養学部）

医科学研究所で慰霊祭行われる

医科学研究所では、同附属病院で亡くなられ、病理解
剖させていただいた方々の御霊をお慰めするために、１０
月１０日（木）午後１時３０分から医科学研究所慰霊祭を挙
行した。式は、参列者全員による黙祷に始まり、献体者

佐々木毅総長

シンポジウムの様子

２００３．１．８ №１２５３
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御尊名の奉読の後、新井所長が、「御霊に捧げることば」
を述べた。続いて、ご遺族及び医科学研究所教職員が献
花を行い、最後に、浅野病院長からご遺族に対して感謝
のことばがあり、２時過ぎ滞りなく終了した。

（医科学研究所）

生産技術研究所で平成１４年度外国人研究者・
留学生との懇談会が開かれる

恒例の外国人研究者・留学生との懇談会が、平成１４年
１２月５日（木）午後６時から、東京都目黒区のこまばエ
ミナースにおいて開催された。この催しは、生産技術研
究所の外国人研究者・留学生及び教職員の相互理解と文
化交流を深めることを目的として、昭和５９年から毎年開
かれている。
今回は、大島資生助教授（留学生センター長代理）を

迎え、２７ヵ国からの外国人研究者・留学生及びその家族
と本研究所教職員合わせて１６４名が参加した。
須田義大教授の司会進行で、西尾茂文所長、大島助教

授の挨拶の後、インドの民族衣装に身を包んだ浦環教授
（企画運営室長）が乾杯の発声を行い、歓談に移った。
和やかで国際色豊かな雰囲気の中、会が進み、アトラ

クションは大学院生などによるカルテットの室内樂演奏
で始まった。参加者が優雅なクラシック音楽に魅了され
た後は、６ヵ国（ネパール、フィリピン、レバノン、ハ
ンガリー、ケニア、ペルー）の外国人留学生代表による
出身国の文化・習慣等にちなんだクイズが出題され、同
時にそれぞれの国を紹介するスピーチが行われた。参加
者全員が難問に頭をひねりながらYES又はNOで回答し
た結果、全問正解者は２名となり、賞品が手渡された。
最後は、全員の集合写真をとり、名残惜しい雰囲気のう
ちに午後８時に散会した。

（生産技術研究所）

慰霊祭の様子 浦企画運営室長と外国人研究者たち

大学院生などによる室内楽演奏

№１２５３ ２００３．１．８
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! キャンパスニュース "

平成１４年１１月１日現在学生数
―学部学生１５，２５３人、大学院学生１１，７４８人、研究生等９１２人―

本学では、毎年５月と１１月の年２回、同月１日現在の学生数を調査し「学内広報」に掲載している。本年１１月１日現在の学生数は次のとおりである。

２００３
．
１
．
８

№
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! 掲示板 "

小柴昌俊名誉教授ノーベル物理学賞受賞記念
学術講演会の開催

本学では、小柴昌俊名誉教授のノーベル物理学賞受賞
を記念し、下記のとおり学術講演会を開催いたします。

記

日時：平成１５年１月１６日（木）
開場：１３：００
開演：１４：００～１５：３０
会場：東京大学大講堂（安田講堂）
挨拶：１４：００～ 佐々木毅 東京大学総長

蓮實重彦 前東京大学総長
講演：１４：１５～ 小柴昌俊 東京大学名誉教授

１４：５５～ 戸塚洋二 高エネルギー加速器研究機構
素粒子原子核研究所物理第
三研究系教授

※本講演会は下記の会場においても聴講いただけます。
また、併せてインターネット配信も行います。
講演中継会場：法文１号館（２５番教室）、法文２号館（３１

番教室）
SCS配信会場：工学部（１１号館１階講堂）、農学部（７

号館１階講義室）
教養学部（９００番教室、１３号館２・３階
１３２３番教室）

インターネット配信URL：http：／／www.itc.u－tokyo.
ac.jp／announce／２００３／０１／koshiba.html
参加申込み：当日会場にて受付（参加費無料）
問い合わせ：東京大学総務部総務課TEL０３－３８１５－６３６３
主催：東京大学

第１１回総合研究博物館新規収蔵品展示
「痕跡の考古学－遺物に残された痕跡から探る－」展

過去に起こった事象は、様々な痕跡として残されてい
ます。例えば地震の痕跡として断層や噴砂が残され、噴
火の歴史が溶岩や火山灰の堆積として残されるように。
人類の歴史、特に文字記録の無い先史時代では、ほと

んどの情報は遺構・遺物という痕跡でしか残されず、そ
の多くは土の中に埋蔵された状態になっています。した
がって、先史時代を主な研究対象にしている考古学では、
発掘調査された遺構・遺物から、いかに多くの精確な情
報を導き出すことができるかによって、成果の内容は大
きく左右されます。
考古学は人類の残した痕跡を科学的に分析することか

ら始まります。
遺構・遺物を詳細に観察すると、使用痕とか製作痕、

また土器などの胎土中に残されている圧痕など様々な状
態で見つけることができます。しかし、その痕跡を残し

た本体は、失われていて直接眼にすることができない事
が多いのです。
展示では、遺構・遺物に残されている痕跡を観察・分

析するための新たな方法として「痕跡の考古学」を紹介
します。
「痕跡の考古学」は、痕跡を残したまま失われてしまっ
た原体をレプリカとして観察や計測の可能な状態に復元
し、それらを分析することによって環境・季節、道具・
技術などの詳細を明らかにすることを目的としています。
このような分析は、まさに総合科学的な方法が必要であ
り、総合研究博物館という研究環境のもとで開発・発展
が可能になった方法と言えましょう。
会 期：平成１５年１月１６日（木）～４月２０日（日）土日祝

日開館、月曜閉館。（但し１月１８・１９日はセ
ンター試験のため、２月２５・２６日は入学試験
のため臨時閉館します。）

開館時間：１０：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
会 場：総合研究博物館旧館 新規収蔵品展示コー

ナー
主 催：総合研究博物館
入 場 料：無料
ハローダイヤル：０３―５７７７―８６００
Ｕ Ｒ Ｌ：http:／／www.um.u-tokyo.ac.jp

（総合研究博物館）

２１世紀の地球環境を考えるサマーワーク
ショップYES２００３のお知らせ

マサチューセッツ工科大学、スイス連邦工科大学、
チャルマーズ大学、本学の間で、地球環境を維持しつつ
人間活動の持続的発展をめざし国際協力を進めている
AGSでは、下記の通り、サマーワークショップYES
（Youth Encounter on Sustainability）２００３をスイス・
ブラウンバルトの山荘にて開催いたします。
Energy，Technology，Food and Water，SocialIs-

suesの４つの観点から、話題提供、見学、討論、発表と
いう手順で、持続性についての各自の考えを深め、共同
提案書づくりを目指します。
昨年度は各セッションとも２４カ国３８名の学生と２０名余

の講師陣とで、ほぼ貸し切り状態の山荘で２週間の熱い
ディスカッションを繰り広げました。また水力発電施設
や直接民主主義制度の自治体、畜産農家などの見学も行
いました。使用言語は英語です。
参加資格は、学部生（４年生）および大学院生で、下

記の１・２の各セッションとも４大学から約５名ずつと
４か国以外の各国から約２０名の計４０名を予定しています。
本ワークショップの趣旨に賛同し、応募御希望の方は、

申込書に４００語以内の英文エッセイを添えて、下記まで
お申し込みください。なお参加者は一人あたり１，０００US
ドル（航空運賃含む）の自己負担が必要です。応募者多
数の場合は審査のうえ決定させていただきます。その際
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に、指導教官またはそれに代わる方からの推薦状をいた
だく場合、また英語にて面接をする場合があります。
本学学生諸君の多数のご応募をお待ちしております。

日程：
セッション１：２００３年７月１２日（土）～２６日（土）
セッション２：２００３年８月９日（土）～２３日（土）
日本発は、利用する便により開始日の１～３日前です。

場所：
スイス連邦、ブラウンバルト

申込締切：
２００３年２月２８日（セッション１，セッション２ともに）
詳細説明および申込書様式：
http:／／www.global-sustainability.org

申込先：環境学専攻 味埜教授（mino@k.u-tokyo.ac.jp）

教養学部で第９７回オルガン演奏会の開催
小柴昌俊先生ノーベル賞受賞記念

ジェニファー・ベイト オルガン演奏会

教養学部では、恒例のオルガン演奏会を次のとおり開
催いたします。このたびは、世界的に著名なオルガニス
トであられるジェニファー・ベイトさんをイギリスから
お招きし、バッハの魅力の数々をたっぷりとお楽しみい
ただきます。なお、この演奏会にひきつづいて、小柴昌
俊名誉教授によるノーベル賞受賞記念講演（本郷からの
中継映像）が行われますので、併せてご来聴ください。
入場は無料です。なお、直前の変更があるかもしれま

せんので、ホームページをご覧下さい。
http:／／www.platon.c.u-tokyo.ac.jp／９００j.html
日 時 １月１６日（木）午後１２時３０分開演
場 所 教養学部９００番教室
プログラム 《バッハ・冬にほとばしる光》

J・S・バッハ
協奏曲 ト長調（BWV．５９２）
前奏曲とフーガ（BWV．５３６）
トリオ ハ短調（BWV．５８５）
「恵み深きイエスを迎えよ」

（BWV．７６８）
「われ神より去らじ」（BWV．６５８）
フーガ ト長調（BWV．５７７）

オ ル ガ ン：ジェニファー・ベイト
（大学院総合文化研究科・教養学部）

Web of Scienceサービス拡充について

情報基盤センター図書館電子化部門では、１２月２日
（月）より学内ネットワークで提供している引用索引デー
タベース「Web of Science」に１９７０年から１９７９年の遡及
データを追加しました。これにより、１９７０年から最新の
引用索引データが「Web of Science」で利用できるよう

になりました。
「Web of Science」は通常のキーワードによる文献検
索に加え、引用文献による文献調査が可能なデータベー
スです。各々の論文について、被引用文献数や引用文献
情報を簡単な操作で調べることができます。
さらにデータの充実した「Web of Science」を、研

究・学習にどうぞご活用ください。
Web of Science：
http:／／wos.dl.itc.u-tokyo.ac.jp／wos／CIW.cgi

［データベース範囲］
収 録 年：１９７０年～２００２年
収録件数：約２，７８０万件（２００２年１２月現在）
データの更新頻度：毎週
収録内容：全分野にわたる主要な学術雑誌（約９，０００誌）

に掲載された論文の書誌情報と引用文献情報。
また、「Web of Science」をはじめとしたデータベー

スの利用に関する出張講習会も実施しています。ご希望
の時間で研究室までお伺いしますので、ゼミや授業等で
どうぞご活用ください。
http:／／www.lib.u-tokyo.ac.jp／dl／koshukai／shuccho.html

問合せ先
情報基盤センター学術情報リテラシー掛（内２２６４９）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp
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! 訃 報 "

上飯坂 實 名誉教授

本学名誉教授の上飯坂實先生は、
去る７月２８日午前８時に御逝去さ
れました。享年７６歳でした。告別
式は８月３日江古田斎場にてしめ
やかに執り行われ、先生を偲んで
本当に多数の方々が参列されまし
た。
先生は、昭和２２年９月に東京帝

国大学農学部林学科を卒業後直ちに同学大学院に入学し、
昭和２７年１２月には岩手大学農学部講師に採用されました。
昭和２９年２月に同学助教授、昭和３７年７月に宇都宮大学
農学部教授に昇任、昭和４２年５月に東京大学農学部教授
に配置換となりました。以来１８年余にわたって森林利用
学講座を担任するとともに、昭和５４年１０月から２年間、
森林風致計画学講座も兼担されました。この間森林土木
学と森林利用学に関する研究と教育に精励し、多くの業
績を残されました。
先生は、我が国における林道機械施工の黎明期を迎え

るに先立ち、施工計画に関する基礎的研究を行って機械
化施工計画の基礎を確立しました。「ブルドーザによる
林道施工計画に関する研究」により農学博士の学位を授
与されるとともに、その成果は山岳林における林道の施
工機械化の契機あるいは指針を与えるものでした。引き
続き林道の最適密度に関する研究を、また林業生産の根
幹である伐出作業に関しても、その体系化に必要な重要
な課題を数多く解明し、森林土木学並びに森林利用学の
発展に貢献するところ極めて大なるものがありました。

学内においても、農学部学生委員会委員長、教務連絡
委員会委員長等をつとめ学内行政に尽力されました。ま
た学外にあっては新潟大学農学部、宇都宮大学農学部、
静岡大学農学部、東京農工大学農学部及び東京農業大学
農学部の非常勤講師を勤められた他、東京農工大学農学
部教授をも併任さました。また東京大学退官後は東京大
学名誉教授となられ、東京農業大学教授をつとめ、その
後同大学の客員教授となりました。
研究・教育活動以外にも、日本林学会会長をはじめ森

林利用研究会会長、第１３期日本学術会議会員、日本学術
会議林学研究連絡委員会委員長、同森林工学研究連絡委
員会幹事など、学会の運営並びに我が国科学技術行政に
多く参画し、国際的にも国際会議における論文発表、国
際林業研究機関連合の評議員を勧めるなど、専門分野に
おける国際交流に貢献されました。最近では、東京都森
林審議会会長、（財）森と村の会副会長、大山林会理事
等を歴任しています。
以上のように先生は、長年にわたって優れた研究業績

をあげるとともに多くの人材を育成され、広く学界、教
育界、産業界の発展に貢献されるなど、その功績には顕
著なものがあります。
先生は、昨年創立１００周年を迎えた森林利用学研究室

の中核時期を支え、こんにちの森林利用学研究室の発展
に尽くされました。先生のご功績とお人柄を偲び、謹ん
でここに
ご冥福をお祈り申し上げます。

（大学院農学生命科学研究科森林利用学研究室）
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新納 文雄 名誉教授

東京大学名誉教授（教養学部）
新納文雄先生は、２００２年１０月２２日
午後３時１２分、ご逝去されました。
享年７９歳でした。ここに先生のご
功績とお人柄を偲び、衷心より先
生のご冥福をお祈り申し上げます。
先生は１９２３年１月１９日神奈川県

に生まれ、１９４５年９月東京帝国大
学理学部を卒業されました。１９４７年８月に第一高等学校
講師となり、学制切り替えにより、東京大学教養学部講
師になっていますので、文字通り、一高最後の先生と申
し上げてよろしいと思います。１９６７年１１月教授に昇任さ
れ、１９８３年停年で退官された後も日本大学で教鞭をとら
れました。かくも長い間、いわゆる教養の数学教育にか
かわっていらしたことですから、先生の講義に触れた学
生は本当に数多くいるわけです。私も大学入学してはじ
めに受けた数学の授業が先生のものでした。御自分の姓、
新納が正しく読めるか、とたずねられたことを覚えてい
ます。「にいろ」と読むのだ、２１６＝６３と覚えておけ、
とのお話しを今でも忘れません。その後学生として、後
輩としておつきあい頂きましたが、先生が日本大学に移
られ入れかわりに私は東京大学に戻ってまいりました。
先生の御専門は数学の関数解析学で、とくに正作用素

論です。有限次元空間で成り立つことが、無限次元線型
位相空間までどのようなかたちで拡張されるか、を研究
され、業績をあげました。とりわけバナッハ束状の正作
用素の分解とスペクトルに関する結果は高く評価され、
よく知られたものであります。また、教育・研究だけで
はなく、東京大学評議員として大学や学部の運営にかか
わられるなど、大学への貢献は多面にわたっています。
これらの業績により、１９９９年１１月勲三等旭日中綬章を受
章されました。
その飄々としたお人柄は、講義など聴いた学生からも

愛されていましたが、後輩として思いだすのは、先生と
テニスです。腰に下げたタオル、きっと昔は手拭いだっ
たと思いますが、これがテニスをなさるときにも先生の
トレードマークでした。学生時代の柔道部以来のことな
のかもしれません。お人柄どおりのテニス・プレーヤー
でしたとつけ加えておきましょう。
昨年、教養学部ベテラン会でおめにかかったのが最後

の機会となってしまいました。お元気そうにお見受けし
ましたので訃報に接し、残念でなりません。先生の講義
も、数学も、テニスも、ビールもただ思い出の中だけに
生きております。

（大学院数理科学研究科）
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稲葉三千男 名誉教授

本学名誉教授であり、新聞研究
所長を務められた稲葉三千男先生
は、去る９月８日午前１１時４８分に
逝去されました。享年７５歳でした。
稲葉先生は、昭和２８年に東京大

学文学部社会学科をご卒業後、東
京大学大学院社会科学研究科社会
学専門課程（Ｂ）新聞学に進学し、
在学中の昭和３３年４月、東京大学新聞研究所助手に任ぜ
られ、昭和３７年４月、東京大学新聞研究所助教授に昇任、
その後、昭和４７年４月に教授に昇任されました。助教授
への就任から、昭和６２年３月停年による退官までの本学
在職期間は２５年におよび、その間、新聞研究所、および
大学院社会科学研究科（後に社会学研究科）において、
コミュニケーション理論、マス・コミュニケーション理
論の講義を担当され、多くの後進を育成されました。
先生の研究業績は、コミュニケーション理論、マス・

コミュニケーション理論、ジャーナリズム研究など、多
方面にわたっています。コミュニケーション理論におい
ては、戦後いちはやく、マルクス主義の思想を理論構成
に取り入れながら、独自の学風を打ち立て、学界に大き
な影響を与えました。マス・コミュニケーション理論の
領域では、流言、世論、宣伝、選挙など幅広い対象に対
し、鋭利な分析を加えられ、とりわけ、マス・コミュニ
ケーションの生産過程に関する諸論文は、現代社会にお

けるマス・コミュニケーション現象に内在する諸問題を
鋭く摘出しています。ジャーナリズム研究の領域では、
精力的な現代ジャーナリズム批判によって、学界のみな
らず、広く現場のジャーナリズム界に大きな影響を与え
ました。
東京大学を退官後、先生は平成２年１月、東京都東久

留米市長に就任し、平成１３年１２月に職を辞すまでの１１年
間、東久留米駅周辺を中心とする都市基盤の整備、財政
体質の改善と行政改革、最新のゴミ焼却炉の建設とゴミ
の減量・リサイクルなどの環境問題の改善、市民主導型
と市政運営など、多くの業績を残されました。これらの
業績により、ご逝去に際して正四位勲三等瑞宝章の栄に
浴されました
先生は、豪放に見えながら実は繊細でやさしいお人柄

によって、学会のみならず、言論界からも広く尊敬を集
めた先生でした。また、囲碁、将棋、漢詩など多様なご
趣味をお持ちになり、研究の合間に楽しんでおられまし
たし、お若い頃は一滴も口にされなかったという、お酒
もやがて大いにたしなまれるようになった頃、しばしば
お付き合いさせていただき、該博な知識の一端をうかが
わせていただいたのも、いまは懐かしい思い出になりま
した。
ここに謹んで、哀悼の意を表し、稲葉先生のご冥福を

お祈り申し上げます。
（社会情報研究所長：廣井脩）
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! 事務連絡 "

人 事 異 動（教官）

人 事 異 動（事務官）

発令年月日 氏 名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

（辞 職）
１４．１２．３１ 柴 田 洋 一 辞職 大学院医学系研究科教授

（採 用）
１５．１．１ � 橋 孝 喜 大学院医学系研究科教授

（昇 任）
〃 尾 藤 ! 彦 大学院医学系研究科助教授 京都大学大学院医学研究科講師

（転 任）
〃 大 滝 純 司 医学教育国際協力研究センター助教授 北海道大学医学部附属病院助教授

（併 任）
〃 � 橋 孝 喜 医学部附属病院輸血部長 大学院医学系研究科教授
〃 矢 冨 裕 大学院医学系研究科助教授 山梨大学医学部助教授

１４．１２．１６ 御 厨 貴 先端科学技術研究センター教授 政策研究大学院大学大学院政策研究科教授

発令年月日 氏 名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

１４．１２．１６ 大 熊 良 一 死 亡 総務部長
１５．１．１ 西 山 晋 総務部総務課長 文部科学省高等教育局私学部参事官付学校

法人調査官
〃 吉 井 一 雄 文部科学省大臣官房人事課専門官 総務部総務課長

（備 考）
平成１４年１２月１６日付で、事務局長 梶野愼一、総務部長事務取扱を命ずる
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（淡青評論は、学内の職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

科学技術立国の学術ジャーナル

小柴昌俊先生のノーベル賞受賞
といううれしいニュースが入って
きた。昔、学部３年生の学生実験
で放射線の課題の試問を受けに先
生の部屋にこわごわ伺ったことや
巨大なフォトマルチプライヤーを
見せていただいたことを懐かしく
思い出した。３年連続で日本人の
ノーベル賞受賞しかも物理と化学
のダブル受賞ということで、いよいよ勢いがつ
いてきたという感じがする。
科学技術立国をめざすということを標榜して、

１９９５年科学技術基本法が制定された。そのもと
で競争的資金によるプロジェクトが企画される
など、基礎研究の重点的な支援が進んでいる。
その結果日本の研究レベルが着実にあがって来
たことを実感する。最近では研究成果を欧米の
一流雑誌を通じて公表することも普通になった。
ネイチャーやサイエンスといったトップジャー
ナルにも毎号のように日本人の研究論文が掲載
されている。しかし、日本人の研究水準が国際
水準になったのだと呑気に喜んでいてよいのか
と疑問を感じることもある。
最近、インターネットの普及と共に学術論文
の電子化が急速に進んでいる。この流れの中で
学術雑誌の勢力図が大きく変化している。特に
物理分野では米国の雑誌への一極集中に拍車が
かかっている。この流れの中で我々の先輩が長
年苦労を重ねながら育て上げて来た日本から発
行されている物理の英文ジャーナルが最近苦戦
している。これまで、我が国で発祥した歴史的
な研究の多くがこれらの雑誌を通じて報じられ
て来た。比較的新しい例では、高温超伝導の研
究や青色発光ダイオードの研究がある。研究の
立ち上がり時期の重要な結果のほとんどが、
JJAP誌（Japanese Journal of Applied Physics）

やJPSJ誌（Journal of the Physical Society of
Japan）に掲載され、世界中の研究者が注目し
た。その結果これらの雑誌は物理学や応用物理
学の分野では世界的に認知される雑誌となって

いる。欧米の雑誌とはひと味違っ
た趣があり（エキゾチックな英文
の使い方も手伝って？）、日本の
物理学の文化を感じるという海外
のファンもいる。日本物理学会と
応用物理学会は、これらの雑誌の
国際競争力が急速に衰えることを
懸念して、その電子化に取り組む
ことを決め、私もその事業にここ

数年関わってきた。Webでの即時全文公開な
どを実現してきたが、購読者数、論文数共に漸
減傾向がなかなか止まらない状況である。
科学研究の目的は、実験や理論によって新し
い知見を探り当てることである。その成果は論
文を通して公開され、それをもとに結果の再現
性が研究者によって検証され、その意義が評価
される。研究活動は人類共有の知識データベー
スの構築作業であり、その出口に学術論文があ
る。排他的優先権確保を目的とする特許とは違
い、きわめてパブリックなものである。論文を
通じて知識データベースの構築に貢献し、それ
を学問として体系化していくという作業がパブ
リックなものであるからこそ、我々の研究教育
活動は広く支持され得るのだ。日本が国際社会
で敬愛されるような真の科学技術立国となるた
めには、研究成果をどんどん上げてデータベー
スのコンテンツを提供するだけで十分なのだろ
うか。その先端研究の議論を戦わす舞台を世界
に向けて提供することで真のリーダーシップを
発揮する必要がある。その舞台から日本独自の
独創研究を世界にアピールするというのが理想
だ。そのためには、国産の学術ジャーナルの衰
退は大きな後退であり、なんとかくい止めなけ
ればいけない。

（大学院工学系研究科 五神真）
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◇広報室からのお知らせ
平成１４年度「学内広報」の発行日及び原稿締切日を、東京大学のホームページに掲載しました。
URL：http:／／www.adm.u-tokyo.ac.jp／soumu／soumu／kouhou.htm

〔訂正〕
「学内広報」№１２４９（２００２．１１．１３）２３頁及び№１２５０（２００２．１１．２７）１６頁の記事で、
「舘 住」と「舘 璋」は「舘 �」の間違いでした。訂正してお詫びいたします。
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この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２５３ ２００３年１月８日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号

東京大学総務課広報室 !（３８１１）３３９３
e-mail kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http:／／www.u-tokyo.ac.jp／index-j.html
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